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1 は じ め に

農林水産省東北農業試験場が育成した「カミキタナタネ」

は短茎で倒伏し難く機械収穫適応性が優れており,「 トワ

ダナタネ」「青森 1号」より多収・高品質で,収量の年次

変動が少ないため,1986年度に本県の奨励品種に採用した。

1983年から4か年 ,「 カミキタナタネJの播種期・播種
様式・播種量・窒素施肥量について検討したのでその概要

を報告する
2試 験 方 法

(1)試験区の構成  (表 1～ 3)

表 1 1984年試験区の構成

カ ミ キ タ ナ タ ネ の 栽 培 特 性

藤田 正男・ イヽ林 渡*・ 外川 真稔**。 熊谷憲治・竹村覇 ***

(R祗眩竃璽誕藁請靱 場)
Cultivation Characteristics Of Winter Rape Variety `Kamikitanatane'

Masao Fu」 ITA,Wataru KoBAYASHI*,Masatoshi SoToKAWA**,

Ken]l KuMAGAI and Tatsuo TAKEMURA***
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表 2 播種様式 播種量に関する試験区の構成
('85,'86)

表 3 1985年試験区の構成 (窒素施肥量に関する
試験 )

抽苔期追肥

植 ,1985年窒素施肥量に関する試験)

畦幅35m,株間33m, 1条植え (1984年密植)

“

)施肥量 (ルタ/2)
1983年 :N 06+02,P20606, K20 06
1984年 :N 02(追 肥), P205, 12, K20
11

1985年

播種様式・播種量に関する試験 IN 08+04,
P20512, K20 1 1

窒素施肥量に関する試験 :P20512,K20
1 1

1986年 :N 04+02, P20506, K20 05

3 試験結果及び考察

(D 播種期と生育・収量

1983年は9月 2日播きで全薬数・一薬粒数が優り,9月
14日播きに比べ子実重が15%多かった (表 4)。

1984年は9月 7日播きが越冬株率・全重 。一葵粒数が優

り,多収となった (表 4)。

以 Lの結果,越冬前生育を確保し越冬性を高め,多収を

得るためには9月上旬播種が必要と考えられた。

12)播種様式 。播種量と生育・収量

1985年はドリル播きでは播種量が多いほど席当り葵数が

優り,多収となった。全面散播では播種量の多少による収

量差は少なかったが,35夕 /α 播種区が多収になった (表

5)。

1986年は全面散播では77F当 り葵数・プ当り粒数 。子実重

は播種量による差は判然としなかった。 ドリル播きでは77j
当り業数が播種量増に伴い増加したが,″当り粒数・子実

重は30夕 /`播種で頭打ちとなった (表 5)。
以上の結果,適播種量は全面散播では35～45g/α (千

粒重 45,で 778～ 100粒 /イ). ドリル播きでは30～35
夕/α (同 667～ 778粒/材 )と考えられた。

3)窒素施肥量と生育・収量
1984年は,基肥窒素08カタ/α 区が菌核病罹病株率が低

く,成熟期の全葵数・一薬粒数が多く,多収を示した (表 4)。
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1983年 :① 9月 2日 (標播),② 9月 14日 (晩播)
1985年 :播種様式・播種量に関する試験 9月 5日
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表 4 播種期 栽植密度 基肥窒素量と生育 収量 (1983,1984年 )

年次

1983

窒素施 1巴量
(協/a)

越冬株率

の

罹
率
嚇
株
∽

菌
病『

編
越
乾
υ

全奏数  ―奏粒数
(奏 )    (粒 )

251          29

256         26

153        29
118          26

267     27
247          25

178         24
173         24

4292

4518

6897

6091

tゑ雫  藤易毘
全  重
(|′/a)

118
162
65
115
51
55
43
44

844
877
817
811
76 5

80 1

817
78,

18
74
16
17
17
70
1 7

27

1169
1095
1259
1219
105 7

1031
109 2

38 3

380
402
398
360
335
378
35 6

(100)

100)

99

105

104

94

87

99

116
17

1117 32 9

9

表 5 播種様式 播種量と生育 収量 (1985,1986年 )

播種 量

(′ /a)
発芽率

α )

86 8

855

107

1125

1075

1203

1255

1283

1243

子 実 重

囀 /a)

301
324

303
344
34 1

35 2

3

重
比識群∽

り
数
粒

当

〆

″
粒
刈

り
数
＞

当
　
業

″
奏
＜中］̈ 108

(100)

越
,ル蓑′
重 開
1″藤響
重

35

45標

35

45標

菌核病罹病株率

665
798

99

(1∞ )

100

99 3

100

100

100

34.3

42 4

48 8

65 4

55'

5231

5440

5568

6194

1109

1137

1158

1245

∽

全業数  ―葉粒数
(奏)   (粒 )

子 実 重  子実重標準比
(″/a)     0り

06+04
08+02
08■ 04標

10+02
10+04

98

115

102

165

171

15 8

149

21 9

236

27 5

123

138

7,

108

129

174 7

184 4

183 2

198 3

2195

29 4

31 4

315

34 4

34 8

94

100

(100)

109

■0

1985年は,越冬前生育・開花期生育・成熟期の全葵数が

基肥窒素量が多いほど優り,子実重は基肥窒素量10>08
06● /α となった。また,追肥窒素 04″ /α 区での増
収効果は認められなかった

`表
6)。

以上の結果,基肥窒素量は08～ 10ん9/α ,追肥窒素
量は02た9/α が基準と考えられた。

4 ま  と  め

カミキタナタネの播種適期は9月上旬。適播種量は全面

散播で35～45夕 /● , ドリル播き (条間30m)で 30～35タ

/α 。窒素施肥量は基肥に08～ 10ん夕/α ,抽苔期 (4

月下旬)の追肥に02″ /′ が適していると考えられた。

表 6 窒素施肥量と生育 収量 (1985年 )
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